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南より見た日限山城跡 (新市町上安井 )、

「 備後古城記 」によれば亀寿山城富氏の家老

日隈肥前守入道快真という者が居城したとい

う。山上に平坦地等が残 りゝ 「 首立場」等の

地名を伝えている。



吉備 に於 ける備 後地方 の性格

哲  晶

吉備の国は、現在の岡山全県と広島県の東半部にまたがり、瀬戸内海に面する山陽路の真中に位置
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たとしても、吉備では首長霊祭祖の形態が、近畿と異なる独自性を持

賃きIi:]を :]ililil:iili[[]8:阜 [li]:[:l:i:lも i:』ii]ヽ
殊器台に継続する初期円筒埴輪も吉備に於て成立し、近畿に及んでいる。すなわら、箸墓古墳からは

吉備的な有文円筒埴輪が検出され、同時に近畿的要素の強い文様 。技法のものもあるし、吉備の特殊

壷の形態を強 く残しながら埴輪化 したものもある。又、京都府向日市の元稲荷古墳からも有文円筒埴

輸と壺が検出され、奈良天理市の手自香皇女陵と伝えられる西殿塚古墳からも同様のものが出土して
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ヽヽるとヽ うヽ。

この様に古墳を構成する要素の中で重要な埴輪が書機に起源し、畢

く近畿に受容されたという事実は、古猿成立時に於ける近畿の主導性・

優位性が絶対的なものではなく、菫いに同化し合っていた事を示すも

のであろう。近畿と吉備の各首長鷺はお互いに機争 う事よりも同化す

る事にあるいは努力していたのかも知れない。こうする事により、自

らの勢力を確実なものにしてゆくのが、安全で確実な方法であると考

えたのであろう。

この様に書墳時代前半期に於ける、吉礁と近畿との関係 :ま未だ、書

備の主体性を否定するまでには致っていない。

五彗緯鐵準の書墳時代発展難になると、書機政権の中枢地域に突難

として金長二五〇メート91/0大轟渡、造曲書墳を築く。その後には

ニパ0メ ートルという作曲古墳が続いて築かれている。この時、同時

期の他の書墳をみてみると、一菫0メ ートル前後の現状維持、あるい

は規模が縮少してしまっている。この事は、吉備の大正家を中心にし

て諸部族の結東がいかに強くなっていたかを示すものであろう。

物質爵菫機重晉ll鶴署I][F含予露‡書鳶橿‡喜撃警誓露EEξ急
豊かな農業生産力、加えて豊かな労働力を擁し、鉄製農具を整備し、

彎撃:磯會1督予僕鸞量魯L慮ご‡還響巌書襟量琴曇Tttittliλ
海の塩等各種の天然資源を包蔵し、それの開発利濯をした。周知の遷

り、鉄と塩は、近畿や他の諸地方では大量生産はきかず、吉備の特藤

熙1饉里窟薯饗具基墨曇  E曇曇嵐姦ま臭汰|:嵐曇[1111:な二‖撃書』書曇握1[[量]暑
墓震¥進薫源逗馨」  れ、近畿晨権がど襟II:旦[通鷺霊驚菖織嚇骨憲曇書嘗:LEttL鉄による)       ところが、書備にカ

澤が存在したことからみれば、饉世紀末から鉄の億産体理は難立していたのである。

この様に書磯が鉄の量産体制を持っていたという事は、鉄製武器の装籍を通して軍事力の強化には極

めて有利であった。加えて盤機紀代の書鐘中枢の書長墓が、岡由事湊茶日曲書墳をはじめとして、繭

曲平野と瀬戸内海の両面に臨んで造営されている事や、牛窓湾の様に四繊織末から六世紀前半にかけ

て箇長墓が営まれている事は、瀬戸内海に於で最も有力な海上満動集団、つまり水軍を保有していた

事が考えられる。それゆえに、現在造山苗墳の前方部に置かれているくり抜き式長持形石棺や、8陽

覆だヽ蕪書墳の角形石棺 :ま、九燿鐵蘇の凝茨幾であるとされている点、あるい|ま、牛窓湾内の黒島の黒

島二号墳をはじめ、いくつかの書墳から新羅土器が出土している蓼や、量曲llF本谷二常墳から目下列

島難一の激竜文石銀が出土しているという事を考える上に水軍の保有という事を考えれば線得できる

0      15cm

-
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のである。
 ⑬

この様に、日本列島に於て近畿に肩比する地位にあった吉備政権は、当然近畿政権と並んで、ある

いは近畿政権に代って、古代国家統一に向う進路に於て、中枢たりうる可能性を持っていた時期があ

った事は否定できない。記紀の中の近畿政権の各地征服の物語にはしばしば、吉備の首長が加担し、

重要な役割を演じているの も五世紀代の近畿政権とともに、その動きの中心的地位にあった事を意味

しているのであろう。
⑭
五世紀に於ける吉備政権の大首長が、相ついで近畿の大王墓に匹敵する巨大前方後円墳を築いたと

いう事は、吉備の政治的・軍事的 。経済的な実力の強大さの誇示に他ならないであろう。しかし、同

時にそれは、吉備の首長が近畿政権と一層密接な関係になっていった事でもある。吉備の首長墓をみ

る時、吉備の独自のものを発展さすのではなく、反対に独自性を失い、近畿色の中に溶け込んでいく

傾向を見せている。前方後円墳の普及、造 り出しの付設、堀をめぐらす、陪塚を伴う、長持形石棺を

用い、形象埴輪にも特徴らしいものがない等の点は、まさに近畿化の現れである。

対立関優1哀!TII『 :Flil蟹 欝[[「警督蒼]署::輌i言毒1:3磐 L「[曇後落県井曾
の中心に君臨せんとする路線との対立矛盾であった。そういう中で、いくつかの有力地方政権は近畿

政権に反発を始めた。その中で吉備は、卓越した特色ある経済的基盤、とりわけ鉄の量産体制を確立

させる事により、極めて有利な立場に立っていた。この事は、近畿政権にとっては大きな脅威となっ

た。又、吉備が、近畿から九州地方に向う海陸の中間地点にある事 も近畿政権にとっては不都合であ

った。北部九州をはじめ、西日本各地を服属さす為には、先ず吉備を屈服させる必要が不可欠となっ

たのである。

「 曾本書紀」雄略七年条に、下道臣前津屋の大女と小女や、大雄鶏と小雄鶏と闘せて大王を児った

という説話や、同年条の朝鮮に渡った卜道臣田狭が、妻稚媛を大王に奪われた事に怒り、新羅によっ

て反抗したという説話、そして後日諄としての清寧即位前記に、星川皇子の大王位纂奪のクーデター

に上道臣が加勢せんとして挫折した説話が載せられている。所謂、吉備の反乱記事である。

吉備のこの反乱に敗退した五世紀末頃、吉備の中枢部の大首長墓に径百メートル前後の、そして間

もなく、数十メートルの帆立貝式古墳が多くなる。こういう現象は吉備に限らず各地の有力部族もほ

ぼ共通するが、この事は、近畿の覇権が列島各地に及んできた事を示しているであろう。又、「 出

・「 下道」の様に近畿を中心として、近畿側に向い近い方を「 上」として呼ぶことも近畿政権の優位

性
8現
われである。

六世紀になると、吉備の中枢東端にあたる大伯の長船に船山古墳という前方後円墳が出現する。こ

れは、前方部が極端に開き、かつ高い特異な形態をしている。この形態は真に近畿の大王墓陵に比定

されている、伝清寧陵・伝安閑 。伝仁賢陵と同じ特徴をもっているのである。という事は、再び近畿

の大王とこの地の首長との間に密接な関係が成 り立った事を意味している。

しかし、いくら再び吉備と近畿政権とが、密接な関係になったとはいえ、当然吉備の反乱以前との

様な融和的なものではなかったであろう。反乱に於ては吉備は敗退したのであり、その結果として、

近畿政権が優位に立っていったのは明らかである。ところが、後に吉備の周辺より、近畿政権の大王
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の直割地である屯倉を設置し、吉備の力を封じ込めてゆき、最終的には、中枢部にクサビを打ち込む

が如く屯倉を設置してゆく過程から見ても、いくらクーデターに敗退したとはいえ、近畿の大王陵に

肩比する程の巨大墳を築き得た吉備の力はそう簡単には消滅しなかった。まだ相当の勢力を保持して

いたことを意味しているのではなかろうか。それゆえに、除々に吉備の勢力を削いでゆく方法を取っ

たのであろう。

～

/

「 日本書記 」安閑記二

年条に列記されている

三十六の屯倉のうち、吉

備西部に置かれたと記さ

れているものが数多くみ

られる。しかも、後の備

中、備後の国境の山陽道

にあたる狭い地溝帯に郷

程度、もしくはもっと小

規模のものが集中的に置

れたとみられる。これは、

陸上交通の要地を押える

ためのものであった事は

明らかである。この他に

も数多く設置されたらし

い事は、「 ミヤケ」・「 ミ

４

肥

肝
和

ジ
一̈夕／

屯
倉 （三
宅

研ヂ
ミヤケ ミタの地名と屯倉推定地

西川 宏「 古代の地方史」による
夕」の地名が各地に残っている事からも推定できる。特に美作地方のそれは、後の出雲街道に沿って

いるし、庭瀬の三宅里や、児島の三宅郷、金光町の三宅等は港湾と考えられるだろう。吉備の屯倉群

が、この様な交通路を押える軍事的機能を持つと同時に、農民集団を掌握したという事を意味してい

る。又、需長の児島や庭瀬の屯倉では、付近に製塩十器を出土する遺跡があり、奈良時代に調として

塩を負担している事から製塩、ひいては水産集団を掌握するものであった事を物語っている。

そういう中に於て、もともと吉備の勢力範囲内であった西の地域に、吉備の中枢部とは異なる変化

が起きてくるのである。

後に備後と呼ばれるこの地域は、吉備の中枢部より帯状の平野を通って直結した地形にあり、芦田川

や各支流などの河川もあり、又、瀬戸内海へも近 く、所謂、吉備西部に於ての中心であった。

この吉備西部中心地域であった深安郡神塑町から府中市にかけての平野に多くの古墳が築かれてい

るのは周知の通 りであるが、それらを古墳時代前半期の四～五世紀に限ってみると、吉備の中枢部の

様な巨大墳は一基 もない。その時期の代表的な三角縁神獣鏡を出土した福山市の掛迫前方後円墳、芦

品郡新市町の潮崎山前方後円墳にしてもせいぜい40-50メー トルの規模であり、さらに備後ゴヒ部の

二次市や庄原市地域の前方後円墳群に比べても、墳丘規模に於てはむしろ劣つているのである。とこ

ろが、古墳時代後期六世紀になると福山市駅/1r、 掛迫古墳の近くに大形の、しかも古い形式の横穴

ヽ



式石室をもつ山の神前方後円墳や、これも又大形の横穴式石室をもつ二子塚前方後円墳が現われてく

る。これらの古墳の墳丘自体は、山の神古墳が 40メ ートル、二子塚古墳が 70メ ートルととりたて

て巨大とは言えないが、横穴式石室を主体とする後期の古墳が前方後円の形態をとるという事自体重

要な意味を含んでいる。

当時の列島の中心地域の畿内にさえ、この様な形式の古墳は数基しか知られておらず、吉備全体に於

ても総社のこうもり塚等三基しか知 られているにすぎないという事からも、吉備の反乱を境にして、

吉備の西部に新たに次代をになう勢力が出現して来た事を意味しているであろう。

それは、在地の豪族が、吉備包括の為に進出して来た畿内政権と結びつきを強めた結果であるのか、

あるいは、畿内政権自体が直接に進出して来た結果であろうと推側できるが、このどちらかは未だ検

討の必要があろう。

この後の備後における古墳時代後期から終末期にわたる古墳はかなり特殊である。大佐山自塚古墳・

曽根田自塚古墳・猪の子古墳・尾市古墳等 、当時の畿内でも主要な氏族しか使用しなかった花商岩の

切石で築かれてぃる事や、石と石との間隙に漆喰の施されている事や、さらには横口式石椰の構造を

持っている点に於ては、畿内を除けば、全国的にも稀有な事であり、この事からも屯倉設置以来の畿

内政権とのつながりの深さを知る事ができるだろう。漆喰については、「 自塚」と呼ばれている通り、

壁面に漆喰が施されてぃた可能性も考えられ、又、硬度の高い花商岩を削る技術は、当時の畿内政権

と密接な関係にある瀬戸内沿岸の勢力が朝鮮より新技術を畿内に伝える中継点の役割を果たしたのか

も知れない。そういう中で、新技術を持った工人集団が、この地にも拠点をおいた可能性は充分にあ

り得るだろう。

そういう特殊古墳の中でもとりわけ珍しい形態をとる古墳がある。石榔が十字形の平面を持つ尾市古

墳である。この古墳は前述の通 り畿内色のかなり濃い特長をもち、しかもそれが十字形の平面を持つ

という点に於てさらに特殊なものである。ただ、奈良県の牽牛子塚古墳の一つの石室を間仕切 り、二

つの部屋としている様な点に於てその起源を求められるかも知れないが、今後の充分な検討が必要で

あろう。

ここにもう一つ注目すべき地域がある。安芸の東南端地域、今の豊田郡本郷町である。この地域も

古墳時代前半期には注目される古墳はなく、ただ五世紀末頃の兜山古墳というやや大形の円墳が注目

される程度であるが、六世紀に入ると突如として、広島県最大の横穴式石室をもつ梅木平古墳が出現

し、貞丸一。二号墳、そして終末期古墳である御年代古墳に至る。こういう過程は備後の中心地域と

極めて類似している。特に御年代古墳は、花商岩の切石で構築されていて、備後の終末期古墳と同様

に畿内色の濃いものである。

それと共に、この地域にも屯倉は設置されていた。沼田川と旧山陽道との交点に三田という地名が

あり、これも又、備後の状況と極めて似ている。

畿内政権の吉備征圧過程に於て先にみた様に備後の中心地域に集中的に置いた屯倉は同時に安芸の

国の最 も備後よりの地域にも設置されていた。この地域もいうまでもなく、沼田川 という河川があり、

後の山陽道があり、瀬戸内海にも近く、交通の要衝であった。畿内政権はこの地域も掌握していた。

吉備の西部に屯倉を置いて、やがで吉備の中枢部に児島の屯倉を置いて吉備を征圧して行った畿内政
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権は備後に集中的に屯倉を設置すると同時に安芸の東南端にも屯倉を置いて横からだけではなく背後

からも包囲していったのではないかと考えられる。その為の重要な拠点として、 この地域を選んだと

思われる。

この地域には沼田川があり、早くより山陰と山陽とを結ぶルートが開けていた。それは沼田川の支

流の椋梨川上流に9タ ラ製鉄の跡があり、沼田川流域を北上し、三次から東に分岐すれば古代出雲の

製鉄地帯として名高い横田盆地に通じ、さらに二次より北方に「 波多郷」があり、この波多の4ゞ |1流

域には「鉄 (ま がね )あ り」と鉄の産出が出雲風土記に特記された所でもある。又、この「 波多」は

秦氏に通じ、かかわりが想定できる。

この様に、これらの人々をも含めて山の人々の生活集団、あるいは鉄を通じての民間ルートは古くよ

り形成されていたと思われる。畿内政権はこの山陰と山陽を結ぶルートを掌握し、吉備の東西からの

飛鳥様式 征圧に加 えて背後に

もこのルートを通 っ

てまわり込 もうとし

ていた。それは、備

北の庄原市高町に、

小形の単葬墓ながら

切石を積んだ構造を

もつ篠津原三号墳が

あることからも考え

られる事である。

さらにこの地域は、

出雲の征圧へのルー

トの確保の為の中軽

拠点 としての性格を

持っていたと考えら

れる。それは、この

ルートを通 じて備後

の背後にまわり込め

ると同時に、出雲に

も直接的に進攻でき

る位置にあたるから

であ る。

沼田川支流の椋梨川

上流の山中に「安宿」

(ア スカ )と いう地

名があり、これ力曇

和歌山

主要中央 (大和)寺院様式瓦の分布

松 下正司「 古代の地方史 」による
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内の飛鳥 (ア スカ )と通じる事や、飛鳥様式の瓦を出す横見廃寺がある点に於ても、いかに畿内政権

がこの地を重要視していたかがうかがわれる。しかも、出雲の須佐の地にソガリ||と いう川があるが、

このソガも6世紀中頃より畿内政権の中に於て台頭 して来た蘇我氏の蘇我に通じ、この地域より出雲

に進攻していった結果としてとらえられるかも知れない。

この様にして、畿内の大王陵に肩比する程の巨大墳を築き得た吉備王国も、反乱を境にして周囲よ

り、屯倉というクサビを打ち込まれてゆき、最終的に児島の屯倉に於て止めをさされていった。その

吉備包括過程の一端をになった備後の地は、畿内政権と深いつながりを持って、全国的にも数の少な

い特殊な終末期古墳を築いていった。

やがて、古墳時代が終っても畿内政権と深く結びついた人々によって畿内色の強い文様の瓦をもつ古

代寺院が備南の地に乱立してゆくのである。

加えて、蘇我氏と深い関係をもちながら吉備包括の一端をになったはずの安芸本郷周辺は、備南地

域に比べ畿内色の濃い古代寺院が少ないのは、あるいはもともと出雲征圧に重点を置いていたのかも

知れない。

又、蘇我氏の滅亡と何かかかわりがあるのかも知れない。

<参考文献>
① 西川 宏 「 古代の地方史」 朝倉書店 1977年
② 前掲①

③ 佐原 真 「農業の開始と階級社会の形成」 岩波講座日本歴史 1.岩波書店 1975年

④ 前掲①

⑤ 笠野 毅 「 大市墓の出土品」書陵部紀要 27 宮内庁  1975年
⑥ 前掲⑤

⑦ 前掲①
③ 前掲①

⑨ 森 浩一 「 日本古代史における鉄問題の推移 」 日本史の研究 29

⑩ 前掲①

⑪  ク

⑫ 本谷遺跡調査団 「 本谷遺跡発掘調査概報 」 福山市教育委員会 1973年
⑬ 前掲①

O    ″

⑮  ク

⑮  ″

⑫  ク

①  ″

①「]脇禎二 「 出雨の古代史」 NHKブ ックス 1983年

④ 前掲①
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締 守 記 に み る 尾 道

提 勝  義

1。 は じ め に

備陽史探訪の会が今回よリタイプによって印nllさ れるとの事で非常に結構なことと思うので私 もつ

たない文章をよせることになった。

「 鐸守畿 」私がここに3:用するのは、続群書類従完成会より鷲行されたものである。簿守記:ま帝曇

図書館当時には「 師茂記」となっていたようであるが、編者の藤井貞文氏、小林花子女史によると、

実際の執筆者は大外記中原師茂の弟である中原師守によってなされているので、師守記とするのが妥

当との事であら。 1)
この締守記は大外記家に関することについて細かく書かれたもので、その記述年代は、暦応二年

(1339)か ら応安五年 (1372)の間のことである。

はlET喜 駆 i獣詈「 はじI曇置優欄 艦;fitti:F】iti督 貫えた]警菖倉

`嬌

l[iI】 。

師守記の中に出てくる栗原保や書和保に緊係する年代 :ま、暦応二年 (1339)か ら貞治六年 (1362)
のことであり、その内容はきわめて断簡鋳であり、つながうのないものであるが、ある時期に栗原保

や吉和保にどのよ
・
うな人物がいたのか、武士の侵略に対してどのように対応していたのかおよそのこ

とを知ることは出来るのである。

議守記議議の大炊寮領についでは、すでに青木茂氏が新修尾道事史第 1巻の中でとりあげておられ

世史]世界でも網』氏[I繁
.l麟

慣l豊暑環鼻i曇言[勇I聯灘繁逸曇:貫鷲撃|[i[貫香黒1.

2.糠 守 記 の 握 述

栗原保や奮和保に関係する人々は、椙原氏、安芸入道露源、その子供の将監師上、兵部大夫入道了

円、安本入道、吉和・栗原公文、岩崎律師、中原家の人々とその家使である左近太郎、友阿等である。

暦応二年(1339)七月十五篠薔年、天晴

譲轟鷲軍i:量赳奪ねこな薯i伝
茶二種等也、予女房扇二本秋―被憑之不及返 、予鷲

記殿扇二本・墨一廷・返茶一種・捕一・満菫二等週

新左衛F]嬢二無返、次女姓憑物御料人有返、次頭殿御方、小人二人懸之、幸甚々々

暦応二年九月十九日

今日自構後国栗原保飛却到来、是依損亡事也又空一房来臨、
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暦応二年十二月七日

辛卵、天晴、今謳自薬漂保鶴書種鋼来、二十合其外監・味鸞以下菫来、幸甚々々

暦応三年 (1340)二 日十九日

今日岩崎律 8111参入、去廿六日自備州上洛云々一瓶持参但代也、用途二貫文、荒差一、家君有御対面、

表選場一献、幸撼々 、々

量[言八憮曇場布菫巻、華機々々
願殿御方布五巻進之、外史方へ三巻進之、各被遣反事了

暦応三年四月十日

発己、天晴、入夜雨降、今彗布一段進上郷前去球 量ズ艤饗志内機

置:履兵機]1層督円 f・息兵螢整繭渠参入此間自備後上洛云々、持参一瓶料、一貫文有其興、準甚

華甚

暦応三年匿角‡一日

甲辰、天晴、今朝岩鴎律師慶祐参入、明日可 T・
‐
F91機州云々、被進一献陽茶斉轍弓等

薫永四年 (1345)年覇 十二鎮

今日安芸入蟷先参高野去十薇出家、法名円源
曇戦亀壼管

藩党閣人、中間二人同出家機 将々監師ト

典部大夫入道了円等同上濠。

今日安芸入道酒肴三結・蕨撲二紙袋被進之云々又掃部左饗購入道藩織料―結進上云々

康永四年二月十八日

壬寅、早旦家君
露羨
同軍籠僧二人、又安芸入道円源・ f‐息将監師占、兵部大夫入道了P3等 自宿直参会、

箇
優曇Z「量置言i予督憮番曇員置機倉曇露「 詈∫

次被仰付予｀以友阿被修之、正和度彼擦成
葬盆
入

‐
貫文被進之、今日安換入道円源、安lib料肉五貫文

卜菫繁な量濾餃跛、は理贄鯰手翼な書感撃〕はEttT鱒八
文十二通

費暑美貫入書
芸入道、外史

各有誦経物

今日吉和栗漂公文灌料 二結沙汰進上、追代意

康永四年 (1345)二月す六日

今日安芸入道円源、同
‐
F思将監師上、兵部大夫入道了円等参入、各 安々堵料事、以予種々御間答之、

及晩令差一献給明日可下向之故也、各々安堵料安芸入道分八十貫文、内嘗進二十五貫文、残五十五貫

文被進請文安摯鶴教書通下来甘九臨可被書下、其以前無簿次之由、陰隣師計事故也聞件鐵可被書下安

警入道己下、明日先可下向、下部一人留置可賜御下文己下之曲、申置了。

康永翠年三角誉七穣

今朝安芸入道下向備後、管持申闘瀬
=連
今日被出之了及盃飯、幸甚々々。

豪永四年二月廿九餞

発登天晴今舞依鎖吉懇構後睡懇安摯舞下知書場之、予書之安芸入違被警置人、扇井新茶少々被意遺
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了、予扇五本志安芸入道了。 _

康永簿年困月九日

今鐘岩崎律師慶祐参入、以予舞聞答条々申所存又摯訂安堵・………(略 )

御所崎姦宇分安堵御下文同場之、件地子於京都 nl鉄沙汰之由申之、其外歌島賞年請料三十貫文、可

致沙汰之由申領状了。

康永四年四月十二日

今回警崎律師 町安堵料三貫御所崎地予七百二十文進上之、知 申次五連致沙汰、今五連可有御免

由申之、然而為任例、猶可問答也。

康永鶴年四月甘一日

今爾岩崎律轟参入明日可下向備燿之出泰之令差酒給、茶五袋被志遣了、遺llrt之後安芸入道許べ被遣

舞状等以左近太郎被遣宿了。

康永四年六月十九日

今夕又次郎自備後上洛、三儀公文安堵料晟十貫賃進其外末到彼到来被宛御拝賛料足之処通弱到番以

外也、安芸ヌ道無沙汰歎 、如何

康永四年七月十二日

           諮分安堵料二貫文致沙汰、申次分布二段申次分友阿以便宜、自備後栗原保掃部左衛門入道観心号屋[

申沙汰聞被遺彼了、式貫文被納了

今衣又令発給、騨軽様令発給幸甚々々

康永筵年十月十二日

EE‐成、天晴、今朝将監師上参入、綿種持参之、安本轟釜麗持参、講文馬途磯下致沙汰云々。

言蓋

有状申

弁雷邑曇番
1駿會菫曇

幸甚々々、今日将監進上開酒料、鳥目三百意、蝋燭〔 〕予方蝋五

|々

(中 略 )

貞和二年 (1347)十一月五日

天晴、今日西剋許自備後栗原保飛脚到来、是去月十六日夜号久世次郎悪党等打入安芸入道住宅二放

火浪籍事也、然雨翌日退出之由載状、以外事也。

貞稀三年十一月七日

今錢難確後III平次上洛、放火浪籍事、守護注進被執進之了。

纂内談候之間、廻候不E□朧候、伺京都御意候て候

庚て其様を可存知候、如此御意□□□□には、なに

下一大事此事候、尚 便々宜之時者、可有御心得候事

'自

僕筆優信主曇艦詈EIJ駆 訛 良疵 :餃 へ可追出候之処、二谷合翻 和々合戦所へ

は●J入総主之由守護方より兼具二禁制候之聞〔 〕無心本候c

貞和五年二月苦三日
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今日向接察大続層宿所給栗原保事為被申也此次参相国第給、次参殿下給、栗原保事被歎申各驚鶴対

面云々。

(紙背文書 )

路次之間無別事下Fn」仕候軟間、返々悦入侯兼又雖不珍候、千鳥賊荒巻一1辞令進候、雖無何事候便

宜之時は可蒙仰候、又自是可令申候、去五月甘七日より至今日雨不降候之間、今年は又令損亡候事、

返 歎々存候毎事期面拝之時候、恐々謹言。

七月匹日 直講殿 霧源 (花押 )

貞和三年二月二十八鶴

今朝家君令向接察大納言様四条大納言第給業彙昨日雑訴有沙汰、猶管日分可勤仕若難義者、無左右

難

喜優FEE言塁優l露溝藝T瞥讐僧[優11謄嵐暑看易鼻撫候 、就其候ても公事一大事候働以前委
被申候つ適被替進候、物違候て江平次空罷下候へば、寮中被失申候公役をつらべられ候てこそ餞候は

んするに一定公役欠候ぬと覚候、返々公私歎入候如沙汰申候、寮務無相違候てこそよく候へきに公役

欠如

I菫彙』員農理書懲蓋鮮l遍 炉昌昌菖農 [昌昌曇菖l如

此候へはなに候へしとも不覚候、欄構

御心中察幸候、又動数鷲たるやう〔  〕目心候、今自十筵銀鶴状同言三日瑠来委承候了、営保蓼

尚 驚々歎入候、京都も無物沙汰候之間、不及獲提候就公私被鰺候へとも一向閣沙汰候間、無力候、沙

汰始候は京都沙汰は不●J有等閑候也、次此度入道殿御上港再二被申候様に公役寮中の大事候之間、不

願地下麟 被申候 鄭 、候―

8長乙冒:機琶
禁量堪鵞機11干為雪Υ景曇詈曇[「曇fi隷曇貫鼎優言詈『這[段暑象台含儀戯騰

貞和五年五月十九日

今日自備後栗原保飛脚銀来、去十九日左兵衛佐両使被打渡候了云々、幸甚々々。

貞和三年 六月十六懇
繊曜諄薩D

今日自備後状鋼来、昨夕警儘同道又次郎男上洛也。

今:貫3貢詈rittil昨夕自雷釜上洛云々。持参"瓶料面疋及盃飯、又蝋燭井廷、千鳥賊三十進
上之、又蝋燭十廷、千鳥賊二十志予、本意之由遣返事。

貞和五年十月二十日

今日左近太郎自備後上洛、仕人同上洛

栗原保守護大平畠羽権守令押領云々

観応三年 (1352)九月二十二彗

次令羹三宝院賢俊僧正坊総以人被聞栗原保橿原下向之爾、被仰彼之由昨日武家沙汰俸之由云々懸相

時分片時 存之由被申之、殊以外候、椙原今朝下向候細々見来候委細可被IEI候不可有等閑之由有返覇
ム々
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貞和二年九月二十四日 /

今銀難後守護代粟原保事拳談雑掌子織等在之、自塁守護代富昨猥上洛、就其圭選E失面目之聞、自京

都被下代官可打渡之由申之了

貞和五年九月二十六日

今日備後守護代与雑掌出逢奉行所、最栗原保事自京都被下代官者可打渡、始終雖為本御代官於今年

所務者自京都可被下人云 奉々行厳菫公領之様仰含守護代了、神妙々々

薬原保事為申談、欲参三宝院僧正坊之処、末申習之間、賜御―行可持参芝趣被示之、此間足有雑警

蓼、不及出現之間、対面申事不定然而先書進状了、彼中将与三宝院同腹兄弟也殊細 寄々合仁
」L17君以

状、令向三宝院坊給之処有雑黎事之間、不入見参後
日可有来臨之由被答之閥被帰了、次令向勤修寺一

轟第総以前民部権少輔定茂朝臣

3.安芸入道・兵部大夫・左近氏について

師守記の中の栗原・吉和保等に関係する記事をあげたが、若干内容によって省略をしたところがあ

る。しかし、大略其意をくむことが出来ると思 う。

師守記に出てくる人々のうちで安藤入道について、青木茂氏は次のようにいっている。

「 安芸氏の出自はわからないけれど、窯土寺文書 (尾道 )や高知の常通寺の鐘になっている光明寺

(罵道 )の鐘銘に出てくる橘信吉という人物が安芸入道の後裔であろうともいわれている」と述べら

れている。安芸入道は粟原保内での経営に主要な役割を果たしているが、しかしながらその実態はよ

くわからないのである。つぎに安芸入遊とたびたび京都にやってくる兵部大夫入道了霜についてであ

るが、身分的に城の主とも思われないので、あくまでも推灘として考えてみたい。

困島村上氏の宿老として村上氏を支える宮地氏は、本頃石見守に城を進われるまでは、吉和保鳴滝

城代として吉和保にいたと系図に出てくる。宮地氏の系図をあたってみると、次政「 保安三年(1123)

越中国宮地荘を賜わり、宮地を以て嬢とす」、兵部太郎広義、兵部次郎広俊、兵部太輔弘弱 (木頃石

見守の為に戦死落城 (1423)す 、家族は村上氏と因縁あるによって因島に渡る )、 大炊助明光、と

続くようである。前述の系図をみると、IIJ光以後の大炊助の前には兵部という共通した名称を見るこ

とが出来る。師守記に出てくる兵部大大 も兵部であるという共通性を見ることが出来、他には宮地氏

らしい人物 もみい出せないのであるが、盤嘉吉三年 (1443)、 高野由にたいする由名時際の守護講

不鷲米を堺まで送った難の中に「 犬島お いゝとの 船ゝ 」の基藤がみえ、議 氏の持ち畿と思われる。

また因島村上氏のもとで中産の金蓮寺、八幡社再建の大量那 となっているので、安芸入道にくっつい

てでてくる人物とも思われないが考えてみる余地はあるのではないだろうか。

つぎに左近氏であるが、 これは直接粟原保や吉和保に関係する人物ではなく、中原家の家使として、

各地の大炊寮領にいっているのであるが、兵庫北関入船納帳のなかに瀬戸閥から鉄を運んだ船の持ち

主として左近二郎 (同一人物ではない )の名がみえ、また、因島金蓮寺の瓦葺きかえをした中に、中

度御代官幡利子息又二郎預左近三良と出てくるので、左近氏の多くは酒=商に関与 していたのではな

もヽかと芸豪う。
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4.師 守記 の内容      _
師守記の栗原保や吉和保に関する記事は前述のように、暦応二年 (1399)か ら貞治六年 (1362)

まで載っている。この時代は足利尊氏が建武政府にそむいて自己の政権を確立する時代であり、各地

で南朝方と北朝方との争そいがあったし、後には弟の直義、息子の直冬との間が不仲になり、三つど

もえの争乱の時代になる時でもある。そしてこの時代中原氏は1嘲の大外記として京都にいて、大炊

寮領の管理をしていたのである。

安芸入道は栗原保内において八十貫文の安堵料を払って経営していたのであり、度々息子の将監師

上と兵部大夫をともない上京していたことがわかる。

岩崎律師慶祐は御所崎内の地子として七百二十文を払い、歌島の請料として十貫文の安堵料を支払

っているのである。

御所崎は尾道の中でも重要な港としての地位を占めるのであり、この時代は大炊寮の管理下にあっ

た。高野山太田庄の倉敷地であった尾道は、太田庄の物資の積み出し港でもあり、活況を呈していた

ものと思われる。

岩崎律師が御所崎内を占めて地子を払っていたのは、向いの歌島の大炊寮領を請け負っていたため

に物資の運送上必要なためであったと思われる。御所というのは大炊寮との関連でつけられた名前で

あると思われ、尾道に政所があったとすれば、青木茂氏のいうように、御所崎内にあったと考えられ

るのではないだろうか。

貞和三年 (1347ゞ
)に
なると久世次郎等が栗原保内に入って、安芸入道の住宅をやいたりしていて、

すぐに京都に注進がいって、守護にかけあっているようである。貞和五年 (1348)になっても、久

世次郎等の侵入はやまず、孫六が度々久世次郎等にかけあっているが、なかなか思うにまかせないよ

うである。そこで中原氏は中央工作をおこなっているが思うにまかせず、貞和五年 (1349)五月に

なってようやく、足利直冬の力によって栗原保を回復しているのである。しかしそれもつかの間、同

年の十月には、左近太郎の報告により、大平出羽権守の押領を知るのである。

此時には三宝院賢俊の力をかりて、椙原氏が三宝院の命をうけて、栗原保内をこまごまと見て、三

宝院に報告し、その結果守護代が京都に呼ばれて、奉行から公領に侵入しないようにと厳しくいいわ

たされているのである。この文章中に土肥がその面目を失なったとあり、青木氏は土肥はどのような

人物かわからないと新修尾道市史に書いているが、私は素直に考えて、小早川氏でよいと思っている。

其の後、家君 (師茂 )は栗原保のことで三宝院をたずねたけれど、三宝院の都合で会えず、後日ま

たたずねるということで文章は終っている。

大炊寮領はその後武士の侵入によって有名無実となり、御所崎 も足利直冬や山名氏の勢力下に入っ

ていくことになる。

(注 )

(1)令制における官職である。大政官の少納言の下にあって秦文の作成、先例の考勘、公事儀式の

奉行などをつかさどり、大外記、少外記各 2人でその下に史生 10人が属した。

大外記は清原、中原氏の世襲である。
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(2)『 師守記』第 11巻 藤井貞文、小林花子編 続群書類従完成会
(31 雑穀、諸司の倉糧のことをつかさどり、中原氏の世襲である。

141『 輛』 市街地発堀調査報告 福山市教委 1980ヤ 尾道』 市街地発掘調査
″1977 1978

1979草戸千軒町遺跡調査研究所

15)網野善彦 『 無縁・公界・楽』 (平凡社 )、 『 日本中世の民衆像』 (岩波新書 )、 他
笠松宏至 「仏物・僧物 。人物」(『 思想』670)、 石井 進「 都市鎌倉における地獄の風景」
(『 御家人制度の研究』 吉川弘文館 )、 井上鋭夫『 山の民・川の民』における雲ノ上公伝

説の解説等、横井 清『 中世民衆の生活文化』(東大出版会 )、 その他に『 一携史入門』、
視覚や聴覚に関する研究も多く出ていて注目されている。

(福山市民図書館 )

○ (編集者注 )]1用 史料の中で 1,売→処、精 → 料  "等 、便宜上漢字を改めたところもある

注意 されたい。
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統備南中世山城跡の現状 (臨 6)

福 山 ユ ース ドマ ップ ク ラプ の

中世 山城 調 査 報 告

田 El 義 之

負 蓼 越 城 慾

(所在地 )広 轟県福畿華獣家諄大宇法成寺字掛違
◇位置翌 神避平野のゴヒ■llには吉備高原の南縁をなす丘陵滋帯が広がっているが、その――・A、 福山市
駅家町大字法成寺の比高40″余のIA・丘陵上に残る山城跡が当掛迫城跡である。

この地は中世最も生産力の高かった耕地である「 谷田 (迫田 )」 地帯で、備南の政治の中心であっ

た墨府 (現府中幕籍 :1簿 )に も近く、拳奮の在地領拡 鶴人、■豪 )巌の本拠地としては絶好の場所

である。

隊 驚
欝ヽふ癬|∫ 縦ヽ

鰤⑪図 駅家町北部山城分布図
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0現状0 城は東北から西南に延びた比高40"前後の丘陵を利用して築かれたもので「 山城」と

いうよりは「丘城」に類するものである。

現在、城の遺構として7ケ の平坦地 (郭 )と 2ケ の空堀を認めることができる。

城の構造は尾根を約 140πの間隔をおいて築かれた2ケの空堀 (空堀C② )に よって城域を画し、

その間に3ヶ の主要郭 (①②③郭 )を並べ、更に東西に張り出した支尾根上にも4ケ の腰郭状の郭を

築いた。いわゆる放射状連郭式山城である。 (折込第②図 )

①郭は山頂に所在する40″ ×18%の情円形の平坦地で、当城跡最大の規模を持ち、城の中心を

なす郭であったと思われる。猶、現在この郭には「宮周防守」と刻まれた石碑が建立されている、い

つ頃から存在 したのか、又、その由来等不明であるが、現在地元の人によって「 稲荷さん」として祭

られている。②郭、③郭は①郭の西南に4～ 5物の高低差をもってllF次築かれた三角形の平担地で、

規模は各々24π ×12π 、312× 16π を計る。④郭は東支尾根上の 18"× 7"の半円形の平

坦地で①郭との高低差は約 4π である。⑤、⑥、⑦郭は西支尾根上の平坦地で各々16"× 15"、

10π ×7″ 、5π ×15πの規模を持っている、この内、⑤郭は①郭との高低差約 5"でその南端

は/1e状 となって②郭Jヒ西端につながっている。

空堀①は①郭1諫直下に存在し、巾 5π 、深さ1″ で その外側は土塁状をなしている。空堀②は

③郭の西南20″下方に所在 し、巾55π 、深さ1.5″を計り、現在底は道路及び水路として利用さ

れている。

これら城の遺構が残る尾根の東西両斜面は絶壁状に麓に落ち込み登はんは容易でない。又、現在、

城跡の西側谷底に1ま 2ケ のタメ池が存在するが、 もし、これらの池の起源が中世にまでさかのぼるな

らば城の外堀としての役割を持っていたものと思われる。

以上、まとめてみると、当城は低丘陵上に残る城跡としては良 く原型を保ち、又、小規模ではある

が整った構造を持った山城であるといえる。

猶、この城の①郭には「 金の茶釜」が埋っているとの伝承があり、往年ここを堀った人の話による

と焼米や瓦片が出土したという。

0歴史的考察回  『 備後古城記』等、江戸時代の記録によると 当城には宮治部太輔勝国 (鋳岡と

も)と いう者が居城したという。又、『 西備名区』によれば宮勝国の在城年代は戦国時代の天文から

永禄年間 (1532～ 69)で元亀元年 (1570)、 尼子義久に味方したため 毛利方の小早!II隆景、山

名忠興によって攻撃され落城 したという、猶、落城に関しては元亀元年説の他、天文 20年 (1551)

説もあったようで (西備名区 )、 この場合は当時尼子方として毛利氏に敵対していた宮光音の本拠志

川滝山城 (福山市加茂町北山 )の支城としての役割を果したと伝える(同書 )。

城主宮勝国の素性は他に徴すべき史料がなく、備後最大の豪族である宮氏の一族ということのほか

不明である。

掛迫城の南西 800πのところには小井城跡が存在し、城主として宮兵部太輔勝信の名を伝えてい

る。この人物は天文 10年 (1541)2月 24日付宮実信感状 (岡山県古文書集第 4輯所収「 平川家

文書」)に見える「法成寺兵部大夫」と同一人物と思われ、又、勝信、勝国の名乗りに類似性が認め

られ、その居城が接近していること等から この両人は親子、或は兄弟といった関係にあったのでは
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なかろうか。小井城は城というよりは居館と呼んだ方が良いような構造であるから、この場合、その

軍事的拠点 (詰城 )と して掛迫城が築かれたのであろう。又、「 天文日記」(『 石山本願寺日記』所

収 )の記述 (注① )や先述の宮実信感状、更に『 備後国福山御領分古城記』(福山城鏡櫓文書館蔵 )

安那郡東法成寺村の条に

「宮兵部大夫勝信

宮代々の居城勝渡城同時二戦死子孫断絶 」

とあること等から推定すると この法成寺の地には宮氏の庶流 (宮法成寺氏 )が本拠を置 き、居館

として小井城を、その軍事的拠点 として

掛迫城を築いて、この附近一帯を支配し

ていたものと思われる。

「 井原文書」 (広島県史古代中世資料

編 V所収 )に よると天文 19年 (1550)

8月 28日 、この地で大内氏の軍勢が動

き 井原民部丞が敵の首一ツを取 ってい

る。当時、大内氏の敵は尼子氏であり、

当掛迫城主 、小井城主は尼子方であった

と伝わる (西備名区 )の であるから、 こ

れは大内氏の宮法成寺氏攻撃を示す もの

であろう。この後、弘治 3年 (1557) 写真①

頃には法成寺の東隣加茂の地は毛利氏の有力な部将である神辺城主杉原盛重の支配下に入っている

(備陽六郡志所収「 三吉鼓家文書」)ので 先の『 西備名区』の記事を考え合せるとこの頃には城主

宮氏も滅亡してぃたものと思われる。そして、当掛迫城もその存在意味を失ない廃城になったものと

推定される。すなわら、当城は在llL領主の居城としての性格を持った山城であったと思われるのであ

る。

(注① )「 天文日記」天文 6年 12月 14日 、同 7年 8月 13日 、同年 11月 5日 、天文 8年 12

月 11日 、同年同月26日条などに尼子方として宮上総介、宮上野介等と共に宮法城寺尾

張守の名が見えるc

』泉 城  跡

(所在地 )広 島県福山市駅家町大字服部本郷字雨木
回 位置 0 福山市の中心部から北西へ約 10π のところに芦田川の支流服部川によって開析された
服部の谷が開けている。 当泉山城跡はこの南北に細長い谷の丁度中程に位置する標高 154πの山
城跡である。 (第①図参照 )

服部は古くより開けた地で古墳 も多く存在し、古代律令制下の郷『 服部郷』に比定されている。

中世に於ても、最も生産力の安定していた、いわゆる「 谷田 (迫田 )」 地帯で、当城跡の北方 3Kに

lQ
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は原城、南方 2Kには椋山城、又、谷の南出口附近には新山城、大畦城 (法成寺城 )と 合計 5ケ の山

城が築かれており栄えた地であることがわかる。その他、この地は古代から中世に力ヽすて備後の政治

の中心であった国府 (現府中市府川町 )に も近く、谷の南出口至近には旧山陽道が通る等、山間要害

の地であることも考慮すると、中世武士団が本拠を構える地としては好適な条件を備えたところであ

る。

0現状回  当城跡は服部谷の西北方にそびえる標高 545れ の蛇円山から東南に延びた尾根の突端
を利用して築かれた山城で麓からの比高は70～ 80π を計り、現在遺構として 12ケの平坦地(郭 )

と2条の空堀を認めることができる。

城の構造は山頂に比較的大きな 2ヶの郭 (①②郭 )を設け、更に山頂から東、東南、西南に延びた

支尾根上に7ケ の小郭を、南支尾根突端部にも3ケ の郭を配したもので、いわゆる放斜状連郭式山城

に類するものである。(折込第③図参照 )

①郭は山頂に所在する42π ×21πの菱形の平坦地、②郭はその南に高低差 2πで接した38″

×17πの長方形の平坦地で、その北西端は泉山林道によって破戒され、南端にはテレビアンテナが

建設されている。この両郭はその規模、及び位置から見て城の中心をなした郭と考えられる。猶、現

在この商郭は巾7″程の緩斜面によって結ばれているが、これは林道工事によって破戒された為と考

えられ、元々は明確な段差を持っていたものと推定 される。

③郭は①郭の東北に3π切下げて築かれた8π×7協の半円形の平坦地、④郭は②郭の東南 5π下

方に存在する10″×9れ の三角形の平坦地、⑤郭は更に lπ低く築かれた10π ×42の三角形の

平坦地、⑥、⑦、③、⑨郭Wま ②郭の西南に高低差 2～ 5π で順次削 り出しによって築かれた平坦地で

規模は各々7″ ×8π、 12″ ×10″ 、7″ ×5″ 、5″×5″を計る。これら③から⑨の各郭は

その位置、規模から見て主郭 (①②郭 )に対する腰郭としての性格を持っていたものと推定される。

⑩郭は②郭の南方約 100π 下に存在する半円形の平坦地で17″ ×12″の規模を持ち、麓から
の比高は約 30″ でぁる。⑪、⑫郭は⑨郭の南に 2～ 4″の高低差で接っした各々 14π ×12れ、

20″ ×10π の平坦地で この内⑫郭には土居荒神社が祭 られている。
空堀は⑤郭の20π下方に存在し、尾根に直交した、いわゆる「堀切り」で巾5～ 4π 、深さ1～

2π を計り、岩盤を削って築かれている。又、空堀はその役割から考えて①郭の北方尾根続きにも存

在したはずであるが、現状ではこの部分は林道によって破戒されていて、それを確認することはでき

ない。

その他、城の南麓は「土居」と呼ばれており、泉山城に関する居館跡の存在が予想される。

猶、城の東、西、南斜面は急傾斜をなし、登はんは容易でない。

以上、この城は小規模ではあるが、その遺構、関連地名等を良好に残した中世山城といえる。

0歴史的考察0当城に居城したのは『 備後古城記』によれば宮常陸介元清(信清とも)と いう者で
天文年中 (1532～ 54)、 中島村 (福山市駅家町中島 )の石崎信実と戦い、宮氏は敗死して城は焼払

われたといぅ。又、『 西備名区』によると、当城は鎌倉時代の初め中国五ケ国の守護としてこの地に

下向した関東武士土肥実平によって築城され、その後土肥氏の庶流が代 居々城し、室町時代には宮氏
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の居城となったというQ懸、鷲書によれば当城の富氏は天文 3年 (1534)、 毛和元就によって攻め

滅されたと伝える。

土肥実平築城説はにわかには僣じ難いが、室町時代、富氏がこの地方一帯に勢力を持っていたのは

事実である。宮氏は小野宮左大臣 (藤原実頼 )の後裔と伝えられ、南北潮時代、宮兼信、氏信父子が

足利氏に味方して大きく勢力を伸ばし、この時代には備後最大の豪族に成長していた。その惣領家は

新市亀寿菫難 芦轟郡新市町 )を本拠とした富氏と思われ、一族には比婆郡東滅町久代の久代富氏、

同小奴可の小数可富氏、神石郡北部の宮氏、又、深安郡北部に根を下した宮氏等があった。

宮氏と服部との結びつきは室町時代初期にさかのぼるようで『 山内首藤家文書』83号によると応

永 15年 (1408)頃、宮次郎な衛問尉氏兼という者がこの地を領している。宮下野守元盛1ま永享
10年 (1438)正月 16日 、議城東方■5Kの平林の地を中興寺 (新藤町宮内 )に寄附している。

(広島県史古代中世資料編 V iFT収「 中戸文書」 。ヽこれら富氏兼や富元盛と当城の宮氏との系譜上の

つながりは明らかでないが 『 西備名区』は当城の富氏は亀寿山城富氏の分れであると伝えている。
前述の宮氏兼は亀難山城主富兼僣の子孫と推定され (広島県史古代中世資料編 V所収「 田総文書J7

号 )、 宮元盛も『 福山志料』等によれば亀寿山城主であったと伝えられているのであるから、亀寿曲

城宮氏の勢力がこの地に及んでいたのは蓬かであり、これは真実を伝えるものであろう。つまり、当

城の宮氏は亀寿山城富氏の庶家であったと思われるのである。

『 芦品郡志』によると官元溝の兄は宮常陸守信光といい、当城の畿400れの助元 (福山市駅家町

義元 )の地に書機寺として禅宗の機光寺を建立したという、又、蛇舞lll中に鎮座していた八幡社を現

在のE震部永谷の地に移したのも盤光であったと伝えている。その他、服部谷の他の山城、朦城、椋llj

城は共に泉山城の支城であったと伝えている(岡田逸…『 服部の歴史』等 )。 これらのことから推定

すると、当城の富氏は信仰面では八幡社を氏神として崇敬し、信光寺を警提寺として建立する等して

その支配の精神的な拠所とし、又、政治的軍事的には支城として原、様曲の両城を配して、この谷を

墨人領主的性格で支配していたものと思われる。
くも ん

『 西備名区』によると 江戸時代、産社八幡社の祭ネしには「 公聞 Jと いう役があり、これは泉由城

主宮常陸介の古jlaを伝えたものといわれ その「 当餞には神馬の外、公間の乗馬■疋を」出し、その

行列には「 弓、鉾、鍮、長 /J、 簿刀、鉄砲箸の武器 」を鐘え、「 供鶴蓼諸尾何事も公聞の下知する事J

に違背する者はなかったという。この公聞なる役名は議爾公領制下の経富、「 公文 (く もん )」職の

伝統を引継いだものに相違なく、この伝えが正しいとするならば、富氏はこの地を支配するにあたり、

この「 公文職」を饉要な足掛りとして勢力を伸ばしていったものと思われる。

しかし、当城の富氏が当地を国人領主的に支配したといっても それは所詮惣領家亀寿山城富氏の

摯肘の範囲内であって、一面では惣領家の重臣としての性格を持っていたものと思われる。そして、

そのことが当減の富氏が没落する原因となったものと思われる。すなわら、戦国時代、亀寿山城富氏

は有力な尼子方として行動 しており、尼子氏と対立する大内氏は 天文 3年 (1534)、 鶴利元就に

命じて亀寿山城を攻撃させたのである。宮氏もよく防いだのであるが 当主富下野入道直信は病死し、
嬢子若狭守は幼少で羅年 10薦 には降伏 している(幅 菫事史濃上巻参照 )。『 西鐘名区濃によると、
この時富元清は亀港山城東方の守 うとして当城に籠城し、毛利勢の来攻をまっ先に受け、よく戦った
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が元清は討死 (逃走 したとも )、 城は焼

払われたという。当時、このように庶家

が惣領家の重臣としての性格を持ち、そ

の居城は惣領家の居城に対 して支城 とし

ての役割を果 した、というた例は、安芸

の毛利、小早川氏、備後の山内首藤氏等

の著名な例に徴すまでもな く、普遍的な

型態であるから、これはほぼ真実を伝え

たものであろう。つまり、当城の宮氏は

主家の亀寿山城宮氏の重臣として その

■翼をにない、戦乱の中でその運命を共

にしたものと推定 される。猶、『 備後古 (写真② 泉山城跡 東北より望む )

城記』に伝える中島村石崎信実との合戦云々は この毛利勢との対決の中で近在の国人土豪の内、宮

氏に反 して毛利方としてこの合戦に参加した者もあったことを示しているのではなかろうか (通常、

敵地に攻め入る場合、敵に接っした者がその先鋒を勤める例が多く、石崎信実は毛利軍の先鋒 として

泉山城に攻め寄せ、そのことがこのように伝えられたのであろう)。

次に宮氏没落後の当城についてであるが 『 木梨先祖由来書』 (新修尾道市史 l所収 )によると

天文 12年 (1543)、 尾道市木梨鷲尾山城主木梨杉原氏の一族木梨平右衛門盛兼 (後伊賀守 )とい

う者が 大内氏に一味 して、尼子氏の為に没落した木梨杉原氏を再興した功により、大内義隆より服

部 5ヶ村を給わって甘木村 (雨本のこと)勢山城 (当城のこと)に居城したという。『 備後古城記』

服部本郷村の条に

「 勢山城 杉原伊賀守盛兼 天文年中」 とあるのはこのことを指しているものと思われる(ちな
みに当城跡は雨木と服部本郷の旧村境上に位置し、各種の地誌には雨木村泉山城、服部本郷村勢山城

と別々に記録されているが これは同じ城を指しているのである )。
おそらく、当城は宮氏没落後、大内氏の手に帰し、その後木梨氏に恩賞 として宛行れたのであろう。

盛兼は大内氏、後には毛利氏に属して軍功があったが、その没後は子息平右衛門が相続したようで

『 木梨先祖由来書』に

「 服部勢山の城主木梨伊賀守盛兼、子平右衛門内膳と申して二人有、即伊賀守家督を平右衛門相続

して兄弟共に勢山の麓に住宅す、今に至て、所の者共土居と申して、家敷跡有 」

とある。

この後、当城の木梨氏は本家の鷲尾山城木梨氏と共に毛利氏輩下の国衆として活躍したものと思わ

れるが、前掲書によると文禄 3年 (1594)、 突然その知行を没収され、浪人 したという。その理由

は不明であるが、天正 14、 5年 (15867)以 降、毛利氏の権力は中央政権をバックとして一段
と強化されており、今まで反抗的な姿勢を見せていた備後の国衆を容赦なく弾圧 している。 (注 1)

その結果、木梨本家、古志氏 (本拠福山市本郷町 )は取潰され、久代宮氏や神辺城主杉原氏等は知行

を大幅に減らされた上 他国に移されている。おそらく、このような動きの中で当城主の本梨氏 も本
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家と運命を共にしたのであろう。猶、本梨平右衛門はその後「 兄弟共に浪人仕、後ハ尾道、府中辺に

察蔽なる体にて議有』ったという(本梨先祖由来書 )。

以上、やや散漫な記述となったが まとめると、当泉 l鮨城は室町から戦国l18にかけて服部の地を領
した、宮氏、木梨杉原氏の一族によって その居城として使用され、戦国末期本梨氏が没落した後、
鞭城になったものと思われる。

◇ 参考 0

(譜録木梨平左衛門憶通家 )よ り

鶴枚て猛咆瓢∫
~

(注① )松 浦義All「 戦国末菫構後神運城周辺における毛利氏支配の確立と備南国人衆の動向」

(「 芸備地方史研究」 110 111合併号 )

猶、福山ユースドマップクラブとは現備陽史探訪の会の前身である。(為念 )

(城郭研究部会部会長 )

-21-―



量 子 曲 城 物 髄

武 轟 種 ―

神石町内に中世の山城跡とされているものが 17ぁ り、内 14が調査を完了しています。

ただ、鋼警が城菫であったかは 確実機されるものと、そうでないものとがありますが、言えるこ

とは大部分の城は鑢後の楽族富氏の一族、又はその支配下にある者が住んでいたようです。

それぞれの城の興亡は、御多分に洩れず尾子と毛利氏の関係する諸々の合戦に参加した難 がほえ

られています。

今鐵はその中で、子孫がま藩へ仕えたと思われる 神石覆永彎にある懲予曲城について述べて見た

いと思います。

:  Iま  
蔵
l eF T T T鍾

二子曲減略all藤 (神石簿山域分布調査書1983ょ り)
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二子山城跡の位置、ならびに本丸を中心にした略測図は別表の通りですが天下の名勝帝釈峡神竜湖

畔犬瀬より500協 ほど上った所にあり、近くに帝釈峡観音堂洞窟遺跡があります。
城主横山氏は武蔵七党にして武蔵国多摩郡横山より起っています。横山氏は小野姓にして妹子の後

裔とされています。

初代城主とされている横山権頭時広は鎌倉殿より武州横山の庄、並に淡州 (淡路島 )を賜 り、又備

中にも所領あり、神石郡永野も領していたょぅです。

時広の男左馬允時兼、和田合戦に参加するも、敗れて備中を経て備後国長野村二子山城主となると

あります (「 神石郡誌 」「 西備名区」 )。

ところが、神石郡誌によると横山経時、時広、時兼、重兼を経て、寛元年中、山城国北嵯峨より横

山判官重忠来 り威を四隣に張るとあります。

神石町内に重忠の末裔と名乗る家があり、ここの系図によりますと、時広、時兼等はなく 重忠が
初代の城主となっており、菩提寺法光寺 (神石町永野 )の過去帖によると、栄興院殿霜峯義剣大居士

両児山曽祖重忠公 寛元四年二月朔日1設し■ まヽすカミ 初代が来て2～ 3年内に四隣に威を張るとい
うのはどうかと思いますが、これらを年代から見ますと和田合戦は 1213年ですから、重忠が来た
とする寛元は 1243～ 1247年ですので「 西備名区」による横山権頭時広か横山右馬允時兼を初代

とするのが正しいように思われます。

重忠は山城国より来たとあることからしますと、同族 (姓 )ではあっても流れが異なるのではない

でしょうか。そこらがどう交替をしたのか不明です。

重忠より5代 目に当る、城主横山兵部大夫忠義延文 3年 (1358)、 備中天竺上野介攻めよせたる

もこれを撃退し、追撃せるも討死したとあり、この合戦で討死した将士を合葬し 八つの塚とするに
よつて「八塚」といい、この戦を八塚合戦 という(「神石郡誌」)と あり、この塚の上には五輪塔があり

ますがこの合戦の時代とこの塚をつくった時代はどうも年代的に相違があるのではないかと思われま

す。

戦後盗堀が行なわれ、刀剣類が出たという話しもあります。

忠義の室に子なく、悲歎して、薙髪し その祖重忠より伝える守本尊虚空蔵菩薩を奉安し、二子山
麓に住庵、夫の菩提をとむらえり(「 神石郡誌」)と 、これは、二子山城跡略■ll図の 6郭に尼寺あり

しという伝承があり、是が、現在ある曹洞宗法光寺の起源となったようです。

城主は、重忠以来 9代義国 (延徳元年9月 25日 没 )ま で続いて (法光寺過去帖 )い ますが 10
代義隆は神石町草木楢原山に城を築き、これに移り天文 15年 7月 没す、とありますが神石郡誌によ

ると天文 22年毛利元就が比婆郡西城町の大富山城を攻めた時城主宮氏の応援にいったとあるのはな

んとも理解できない歴史の面白いところです。

この義隆は、何故二子山城から楢原山城に移ったのか、子隆国は天文 3年沼隈郡津之郷村小森城に

移っていますが、横山河内守義隆一代で楢原山城は終ったようです、が (これは義隆以降の戒名によ

る)実際はどんな変遷があったのか今後研究して見たいものです。

萩藩に二子山城主の子孫 と思われる横山氏があり、禄高450石 を給されていますが、唯係図が小
野妹子より二子山城主とされる時広、時兼を見ることができることからして備後横山氏は嫡流である
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ことが分 りますが、時兼以後の系藤が不詳です。理由は毛tl携就の螢孫秀就の上覧に差出したが返却

されざる由による(萩藩議家系譜 )、 とあります。二子曲城主のどの系斃とどうつながるのか判瞬 ly

ませんが、つながる確実性は高いといわれています。

義隆が楢原lll城へ移った後へ富瀬衛門尉甦安が入っていますが、横曲氏が最初備中より入って来で

住んだのが和鶴という所で、雨自いことにここは、宮氏が城主であった黒岩城の轟llであることは、

歴史に続Itないいろいるのことがあったのではないかと思われます。

いるいると二子山城に関する話 しをつなざ合せただけのことになり、参考価値の低い結果となりま

したがとれは私の勉強不足の為で今後構轟して簿内の由城物轟を調査緩究 していいものを報告したい

と思います。

(神石町文化財保護委員長 )
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備陽史探訪の会に入会 し、多 くの方々と史跡めぐりをして勉強するうちに、自分の近 くに色々と多

くの遺跡がある事に気がつく。それ らはけっして有名なものでなくさくから伝わり、親 しまれそして

いつか失われてい ったものが数多 くある。地名 もそうだし、野仏、石標、小さな城跡、峠、古道、並

木、町並、等々きりがない。これら失われたもの、くちていきつゝあるものをもう一度誌上に出して

みたいと考え自分なりの「 三原史跡めぐり」として「 失われた遺跡への哀愁、古を偲ぶ」とい う題に

労IIIξtti警賃〕ッ6』写:1:嘗 :[」分の象lξ£曹去詈[暑]]屏[::][[景:3[
地名である仏ケ峠をスタート台としていつ終るか分らぬ自分流の遺跡探訪をしてみたいと思っている。

自分が朝夕必ず通るこの「 仏ケ峠」を中心に西に東に足をはこんで歴史や遺跡を学んでいきたい。

その 1 山 陽 街 道 に 沿 い て

◎ 頼 兼 城 跡 「頼山陽先生遠祖の地」
三原市頼兼町に小早川時代 (室町後期戦国時代 )の

城跡がある。今から436年前の天文 16年 (1547)

城主であった岡崎十郎左衛門頼兼は、小早川隆景によ

って亡ぼされ廃城となったと言われる。城跡は三原平

野の西方 (三原駅「 三原城跡」より約 2キ ロメートル

の所 )に あり、通称「 三原富士」と呼ばれる頼兼山の

山麓にあり、山すそより岬 (舌状 )の様な地形の台地

になっている所にある。この附近の田畑はうめられ人

家が建ちこんでいるが、城跡は小さな舌状の丘になっ

ており、上部は畑になっており、その廻りの崖は、竹

や雑木が繁り城跡らしい面影をわずかに残している。

今、城跡には昭和 27年二原市によって建てられた石

碑があり、表面には「 頼山陽先生遠祖頼兼城跡」、裏

面には「城主、岡崎十郎左衛門頼兼天正年間故ありて

廃せられ子孫永く此地方に住し後竹原に移る。山陽先

生は、竹原頼五世春水の子也」と記されている。この頼兼城跡に調査の手が入ったのは、山陽新幹線

の橋構が城跡の一部にかゝり、取りこわされるため、三原市教育委員会によって、城跡一帯を調査し

め

の
跡鋤も確
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た。その結果 城に使用された石垣、建物の遺構、堀 (空堀 )等の跡は、確認出来なかったとの事で

ある。この城跡にまつわる言い伝えは次の様に語り継れている。

① 地 元 の 語 り伝 え

「 頼兼城悲話」

音、岡崎十郎左衛門頼兼という士が木梨の郷 (現西野町頼兼町一帯・西野町は以前木梨の郷と呼ば

れていた )に城を築いていた。

十郎左衛門は、小早川家に属 しており、小早川隆景が備後神辺城を攻める時、十郎左衛門にも出陣す

る様に命令したが、自分の妻と神辺城主の妻とは姉妹であり、思いなやんだ末、命令にそむき出陣し

なかった。隆景は大変立腹して、神辺城攻撃の帰 りに頼兼城を攻めた。十郎左衛門以下75名、城に

たてこもり戦ったかいもなく破れ一族全員自害し城に火をつけ亡んだ。城主十郎左衛門は、隆景が、

神辺城より帰り糸崎へ陣をはったと聞き自分の妻を宇都戸の城主丹下氏の元へ帰した。身ごもってい

た妻は丹下氏の家で男子を生みその子は成長して、五郎左衛門と名乗った。

五郎左衛門は、丹下氏が没落した めゝ西野村へ帰り世をは かゞ り、姓を岡本と改めて鍛治屋を営んで

いた。その後子孫は代々続いている。頼山陽の祖先は、この岡崎家から分家し竹原に出たと言われて

いる。頼兼の「 頼 」という字をとって姓を「 岡崎 」から「頼」にかえたと言われる。そんな事から頼

山陽は度々西野村に来たと言われる。

現西野町大西にある辻堂の柱には頼山陽が梅観をした時、らくがきをした文字 (詩文 )が残っている。

(唯 し今は消えて読めない )

らくがきの詩文は辻堂の横に記念 として石碑にきざんである。

以上所々に地元の人たちより伝えられた話である。

② 頼兼城を記した文献について

頼兼城跡が文献に出てくるのは次の様な古文書書物があるので記しておく。 (頼兼城跡調査書よう)

◎文化 11年 (1814)

「 国郡志編集御用諸品書出」西野村   古城跡として記述

◎文政 2年 (1819)

「 国郡志御用二付下しらへ書出帳 」 御調郡西野村

古城跡として記述 (内容は文化 11年 と同じ )

◎文政 3年 (1820)

「 芸備通志」 巻百  備後国御調郡 6  城虚として記述

◎大正 13年

「 広島県史」 第 3編  頼兼城として記述

◎大正 14年

「 御調郡史」 沢井常四郎著  岡崎十郎左衛門の記述

◎昭和 42年

「 神辺町史」  前巻  杉原忠興の項の中に岡崎氏の記述あり
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◎天明の頃

「備後の国 三原廻 」 頼兼封彊の中に記述あり

これらの文献の中より「 国郡志編集御用諸品書出帳 」西野村の記述を引用する。

三` 古城跡 頼兼 岡崎十郎左衛門頼兼、但シ当村地名二相成申候 城主ノ名乗也

右、岡崎十郎左衛門頼兼者、高山之城主小早川之族下也、其刻隆景公神辺之城江討手被差向、頼兼茂

為加勢可罷越旨被命時二、頼兼ノ室ハ宇都戸之城主丹下氏ヨリ妾、亦神辺之城主茂同丹下氏ヨリ妥皆

一門也、依之 拒主命神辺責二出張無之、然ル処小早川之追手神辺之城ヲ責落帰陣、為岡崎責糸崎江

陣ヲ被居、岡崎二者其節室懐妊二而有之候二付舅丹下氏江送返シ、城主十郎左衛門頼兼始一族家人七

拾五人切腹、城二火ヲ掛ケ焼之仕候由、当村頼兼の祝神与申候而 御座候

ぽ 喬曇lRIIIτ 名][理 t[贔 ゴ 1%奮 亀倉鸞∫ 仁 ]雷ri

子五良左衛門、其子五左衛門西野村庄屋役相勤、其子市良右衛門、其子市左衛門、其子市左衛門、其

子かじ屋理兵衛当時亭主二而七代相続仕候、家紋和泉角二地翁、名乗二頼之字相用ひ申候、同姓の者

左之通

銀治屋合分源次郎 鍛治屋合分藤十郎 藤十郎合分幸蔵 幸蔵合分仲七 鍛治屋大本両家者、元祖五

郎左衛門岡崎ヲ岡本 卜改名仕、以後今二岡本ヲ相用ヒ、藤十郎幸蔵両家長沢之苗字相用ヒ申候、是者

就中改名二御座候、銀治屋より相分レ候節者皆岡本二御座候、右末孫之もの毎歳霜月に相集、頼兼之

祝神へ幣七拾五本献神祭仕候、城跡之石垣者往還築替二付被用候。 〃

以上、前記の「 llL元の語り伝え」と同じである。

この古文書によると、戦国時代に、頼兼城は築かれ岡崎十郎左衛門頼兼の居城であり、小早川家に属

していた。天文 16年 (1547)大内、毛利、平賀氏等による神辺城攻撃するにあたり、小早川隆景

は、頼兼に参戦する様命じたが、頼兼は自分の妻が、神辺城主の杉原忠興の妻と姉妹の間柄であるた

めこの命令を拒んだ。 (頼兼の妻と忠興の妻は宇津戸 (世羅郡甲山町 )の丹下氏より嫁いでいる。)

小早川隆景は、神辺城の攻撃を終えて帰陣の途中糸崎に陣をはり頼兼を討つ事にした。

頼兼は、この報を聞き懐妊している妻を丹下氏の元へ帰し、自らは戦をさけて一族 75人 と共に切腹

し城に火をかけ亡んだ。

頼兼城は天文 16年焼失、岡崎氏も名目上亡び以後城は用いられる事なく荒れていった。城跡に残っ

ていた石垣は元和 8年 (1622)当時の三原城主浅野忠吉による頼兼新田の干拓や元禄期に行われた

山陽往還道の整備によりとりこわされて使用されたとある。

以上「頼兼城跡調査報告書」より

実家である丹下氏の元へ帰った頼兼の妻は、こゝで一子が誕生、岡崎五郎左衛門と名乗り生長したが

その後丹下氏 も亡び、五郎左衛門は亡父の地西野村に帰 り、小早り|1氏の詮索をおそれて、姓名を岡本

と改め銀治屋を営み生計をたて いゝたが、寛永 11年死去、その後子孫は七代続いているという。

千自刃

乗る )
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五へFtt e市民衛FFl 翁

腎ン 
『
]:

理兵衛  0 鍛治屋 分家 源次郎 (岡本 )

分家 藤十郎 (長沢 )

分家 幸蔵  (長沢 )

分家 仲七

家紋は和泉角二地翁

名乗 りは「 頼」之字を用いる。

③ 頼兼 の祝神 について

頼兼城跡より西南の地約 100メ ーートルの所の山すそに頼兼の視神と呼ばれる伝岡崎家の墳墓があ

る。毎年霜月 (陰暦 11月の事 )子孫一族がこの小桐に集り、幣 75本 (自害 した75人の事か?)
を献じ神祭を行 つたと伝えられている。この岡崎家の墳墓は、小桐と五輪塔、一石五輪塔苔むし今 も

ある。「頼兼城調査書」には次の様に記してあるので転記しておく。

｀
墳墓は東南向きの斜面に前面のみ大形の角礫を用いて長さ2メ ートル、幅 08メ ートルの方形基壇

を作り、その内に砂利を敷き五輸塔を安置したもので、その内側には、径 80セ ンチの松の大本が植

えられている。五輪塔は動かされた形鰺があり、周辺にあったものを集めた可能性 も考えられるが、

すべて花議岩製で、空鼠輪、火輪、水輪、地輪、の計 6基以上があり、鶴 1基壇容に‐石五輪塔 3基

石仏 1基がある。

空輪塔は一石で作ったもので径 20セ ンチ、高さ25セ ンチ以上あり中央よりや 下ゝ部に構をあけて

境とし、頂部は段がつくように尖 らせている。

火輪は 1辺 20～ 26セ ンチあり、底辺に比べ高さの低いものと、比較的高いものの、2種がある。

水輪は径 23～ 30セ ンチあり、上下面は平らにし、側面のみ丸みをつけている。形態的には上部が

小さくなったものと、どっしりした構円形のものに分けることが出来る。

地輪は 1辺 18セ ンチのものと28セ ンチのものがあるが、いずれもどっしりしており中央にはぞ穴

がある。

一石五輪塔は高さ60セ ンチで五輪継の形をきれいに彫ったものと、空風輪を欠く現高 68セ ンチの

もの、それに空風火輪部が極度に簡緊化された高さ48セ ンチのものがある。

石仏は五輪塔の間に立てられていたもので、高さ36セ ンチの舟形の台石に仏の座像を浮彫したもの

である。

この墳墓については、その基壇が動かされておらず、五輪塔の形態は室町期の様相をもつものである

ことから、時期的、距離的にも、頼兼城と何かの関係があったものと恩われる。 ″

以上「 頼兼城跡調査書 Jよ り

この頼兼城跡に立って三原市を一望にながめていると、この城にまつわる不明な事が多い事に気が

つくというよりまるで毎も分ってないと言った方が良い。これを振に「 緩兼城跡の謎」として今後色

(西野村虚麟役相勤 )
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々と調べて見たいと態う。 .

⑥ ありし頃の頼兼城の姿
どの様な城だったのか? 麟館又は水軍城、曲裁、いずれだったの力、

② 城主岡峰十郎左衛F霧頼兼とはどの様/4‐武士だったのか。一地/J‐の家族だったのか。
③ 4ヽ早

'11氏

との関係について。

〇 小坂の稲村曲城 (麟坂一族 )、 三原の大島小島 (現‖朦城になっている所 )の簿との関係は、
以上の事柄を中心として探究してい藤たい。

◎ 型ぎ ヶ 鰺 「 曲鱗篠遺選 芸機の憑境地なり」 今はぶれられた饉盛

仏ケ時は江戸鐘代 よりのlll隣篠還進 (覇和38年猥迄tょ難道2港線 )上にあり、安芸と艤後の購機

議である。峠は躍和 20年代迄は、北側南蠅とも曲で松の本が繁り餞中でもうす暗く糠 もかなり急坂

であり、音t瞳剥が出たという位さびしいFFfであった。今はlL樹の曲{ま tナずうとられ新倉ハイツとい

う機蟻になっており、繭機の畿もけずりとる工事申で数年後には應ヽ学校が建設される。この様にこの

鍮はすっかり開けてしまい、今は時のイメージ:ま健ひとつ無い。急坂だった道も改修工事等でけずら

れどこにでもある唯の坂道という位である。唯 1つ団地へ入る入Elの峠の所に明治 3年に建てられた

石標があり、その装置に餐是蒸 備後藤 縫是西 安芸震とぃう文字が轟める。これが峠であり芸難
の選擁地であったという「 鍾 Jで書を総ぶ以外にない。この仏ケ峠の地名を書文書等の文献で調べて

見ると次の様なものがある。

爾郡志御鷹二村下しふへ書出纏  御議郡 西野村 文政2年
1.本篠還道

壱筋  本駅鱗篠選
東茅EI境より西溺鑽下納 仏ケ峠迄拾三丁拾九撻

1.芸備御境本

当村沼田下村境仏ケ峠轟アリ、年数ソ歴損候節者沼欄下村与申談、当村ヨリ三原表へ御注進申上候

得者、御調郡御役所蠅 雛合被為在候面、広島覇り薔郡御代富様御立合時二寄候得者、御機織様斗

御宣会御建被為成候。

濃郵志編集御燿繊轟書轟 2. 西野村  文化 11年
t 村内境風
西 落霞下村、西南 麟之浦村、東晦 須波村、東 llll14村 、ゴL 驚井知村 右五ケ村懸り鷲燿凡
5量 、組 機曲ノ攀仏ケ峠、金久傑曲籠井屋之鍮、難ケ覆籍ケ峠 横鐵つ .ゝき か峯 績本谷穣本ざ
や斎ケ峠 登りか鑢寧提ひそう本こうじ谷槙ケ峠 大購本泰雲寺町 ジ赤石境へ沖ハ小轟
1.二 原

当鶴域開ケ不義総警東泰書寺今沖ハ船入瑾ヽ島西者仏ケ峠撲義と鼻迄機本梨村也 (以
‐
b‐略 )

1.茅町ヨリ仏ケ峠 濃麟下村境迄総三町余本篠還。

備後 三録鸞    路本徹穣識に地蔵峠とあり(仏ケ峠の事 )仏 ケ多尾 く仏ケ峠 )

船由の南に寄、1じ曲構購酒寵の究慧なり、東西は宮沖新聞に向ひ、後は往還道にして、芸鑢醸擁の
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構ホ有、是 南は豊田郡に属す。

以上の書文書各行に仏ケ峠の記事が見える。 吉:ま きちんとした峠名であった事が分る。
この逸名の言はれは次の様な伝い伝えがある。

「 仏ケ峠」の伝われ

勝饉:(鷲神菫とも言 う)の北の簿んだ溝が、「 仏ケ峠」と鵞われ、こ がゝ難後における西墨饉の境

国で越えると安芸の国へと入っていく。この峠の上に地蔵尊が安置されて、その前は格好の休み場所

であった。そうした事から、この峠の名 も「 仏ケ峠」と呼ばれたのであるう。

……。「 三原音懸」 白松寃太著よう
。一・・

との峠が畠来たのはそう書い事ではない。元和 8年 (1622)頼兼新爾が聞かれ、正保元年 (1644)

横 lll新田が闘かれたと伝えられており、当時潮止めとして築かれた頼兼提防が、山陽道として整備さ

れこの甕まで:ま、南饗の勝濃とJヒ機の横曲が濃続きでちいさな,筵が量らていたのを切開いて通 り纂
い様に改修 したのではなかろうか。証保の頃より広い歩き易い峠道となったのだろう。当時より峠上

に安置されていた地蔵尊 :よ工事にたずさわった人々が安全を祈って祭ったか又は工事中に死傷者があ

ってそれをとむらうために祭ったのかも知れない。その昔、 この峠を越える村人や旅人は峠に安置し

てある地蔵に手を合せ安全を祈り∵患入れてから西に東にと下っていった事だろう。この地蔵いつの

畷からなくなったのだろうか。今はその面影もなく、人々から忘れ去られてしまった。唯ひとつ業備

鰯境を記す石漂が、あたりの農景にも、とけこめずボツンと建っており書の峠だった事を偲ばすのみ

である。

仏ケ峠への交通 tま、三原駅縞よう事営バスで、新倉行に乗る。約 15/71位で終点に着く。着いた篇が

峠であリバス停の前に業備艤境の石標がある。

(二原市新倉 6… 20)
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寓 地 犠 集 書 に つ もヽ て

芸 予 諸 轟 を

1

中心 に して

七 森 義

Iは じ め に

私がこの高地性集落に興味を持ったのは、書代薦城の前身は鋳であろうかと探っている時に、神籠

石式lEl城の祭政一体説 (祭社と政治は一体として行なわれる )、 及び、書代曲減の有る場FTrに lll岳寺

院等の宗教的遺構がある等、書代の軍事は宗教との間わりが強く、此の高議性集落は、集落という篠

民が住んで生活している場FTFで、祭福と防籍という熱政一体の実体として此を取り上げてみる。

なお、此高地性集落が弥生時代に著しく発生し、市横時代にはほとんど消滅していったが、此は書

代曲城と時期がずれているが、書代曲城も急激に出現し、そしてまた濃減していった。これと似てお

り、なぜ急激な艤現と消滅をしたのかわかれば、古代曲城の急激な轟滉と消滅の手掛りとなるである

う。

菫 高 地 性 集 落 の 性 格

1. 高地性集落の分類法 (小野忠熙氏による『 城』「社会思想社刊」)

1地性集落 )―

[ill][[|:llll地
・餞陵

上機の様に分けられ、高山性集落とは比高に関係なく、標高が千構を越える遣跡で、高原性は、漁

麓斜面が開折された高原状の地形であり、私が比で記したものはAと Bで 1～ 4の遺跡である。注①

2. 嵩地餞集落の構色

① 瀬声内海、及びり:|を中心にして、その周額の曲麓、及び諸轟に遺跡が存在していて、海運、り||

運、及び陸上交通の街道との関連が強いと悪われます。
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② 弥生時代に急激な発展をとげて、古墳時代には、ほとんど消滅していったというなぞが有る。
③ 海面からの比高が 1002を 越える高所でも、員塚が形成されるという、海との関わりが強い。
④ 祭杷的遺構が多くの遺跡から発見され、古代は祭杷と生活が一体であったというのが良くわか
る。注②

3.交 通 と祭相

瀬戸内海の交通と祭杞が関わりが深いと思われるので祭杷の起りについて簡単に記す。

古代では自然物を拝むという自然崇拝が強く、巨石、巨木、海、川、湖、池、湿原、山等に、神が御

il言唐i[i::;言i:[][[][[::::i:]][][::][::li[ill][
等に磐座が出来る。そして、霊山を拝める様な場所の山であれば、その山より霊山を崇拝する。

4.祭 相の分布

濯履響「脅I唇叩躍[[ξttЪ型露:鞘曇雨f霞型闇[

[i3]im[]]檸 ::]道
不神燿、…………、

5.交 通 と防衛

敵軍が侵入して来る時は普通、主要航路、主要街道を利用するので、その付近に、防衛、通信、望

楼等の役割を持った高地性集落を造り、敵兵が侵入 したら峰火台にて蜂火を上げて、知らせると同時

に低地の臨海性遺跡の住民によって、不意に敵船に攻めたりする。

此、臨海性遺跡とは、ソーシャル・リサーチの長井数秋氏によれば、中世の水軍と同じ様に、高地性

集落にて船の見張 りをして、臨海性遺跡にて、船を出す。此により、弥生時代より水軍の源形が出来

たと云われる。注⑭

Ⅲ 各 遺 跡 の 性 格

1.三 古志遺跡   図-2参照
広島県三原市鷺浦町字三古志

I-3-A― C 標高 130π 、比高 120π 、東方の谷への傾斜はゆるやかであるが鞍部から西方
の海岸への傾斜は急である。東方の谷への水田もしくは畑の耕作が可能かもしれない。

集落の性格としては、望楼、防衛、農耕の遺跡と思われ、眺望は、遺跡の西方の尾根の鞍部が集落と

思われ、そこからの視界はあまり良くないが、此より北方約 300"の 標高 2506π の山頂に立て
ば、わずかに尾道から竹原の沖合いまで、三原方面を除けば、竹原から沿岸沿に航海する船は見渡す
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事が出来る。又、遺跡より繭方へ600協程行った標高 260機 に立てば、三原から瀬戸醸まで見渡

す事が出来る。弥生後艤の議溌である。注◎

ふ 新蔵港 遺跡   図_3参照

広島県豊翻郡本郷奪大字下職な/3~宇麓

1-3-A一 b 標高 140機 、比高120潔 、東の傾斜は急で農状であるが、西方はゆるや力■こ曲

環 (181鷲 )に続いている。遺慾付透|ま特にゆるやかで平壌である。弥生後期～古穫時代に集落が

あった。 注⑮

3. 陣 べら遠鉢   歯… 3参照

広島県豊鶏郡本部鞍大宇下北方宇原市

I-3-A一 b 標高 70“ 、比高 60群、東方約 200驚 の90機 の山漁に立てば沼爾サIIが北海か

ら東/」
~ま
で見渡せる。此は、新慶簡遺跡の東方約 400鷲の所にある。此の遺跡は遺跡 もゆるやかで

ある。付近の篠籍もゆるやかである為に鋳蕪燿としては使鶴できないであろう。

通常は此で生活していて、いざという時は後方の新虚庵遺跡へ衛 くのであろうか (吉代山城の逃げ込

み式、中性の議め城の様なものであろうか )。 此の遺務は役割としては、通信、鰹楼の役割があって

も少なく、勢衛としては機能せず、農耕が役黎であろう。弥生後期から書壌時代に集落が営まれ
温b

4. 塔之岡 遺雛   図_3参照

広島県豊撻郡本郷踏宇塔之岡

I-3-B一 d ttln~30驚 、比高 60れ、1ヒ方に高山城があり、北方は急である。南方はゆるやか

で、西方も急である。此の機跡はゆるやかで平壇で広い。弥篤時代に絡現 した。注⑬

なお、 2、 3、 4、 は本郷という濃雛サ:|の良港のltl糠にあり、落鏑サ:|を上下する船を見振り、ス

熙llt隣道が真良の方を通っていた熱ぶ、攘幽陽道と、瀬戸内海鎮路の間に位置 しており、両方へ兵を派

遺するのに都合の良い場所である。 (又、此付近は古墳等が有り、古代から栄えた土地である。)

盤 ナ メラ遺跡   図-4参照

広島県福山市蔵玉町と千餞町と深安郡神週町の境である天神撫から議玉町と神週町の境の方へ 0篤北)

約 50海穣行った神遍簿tlllの篠籍地。

I-3-A一 b 標雛 50れ、比高 120鷲、稜線の鞍部に集落があったと思われる。北方の谷は

ゆるやかであるが、南方の谷はやや急である。南西の天神山に立てば、眺望が良くきき、通信、望楼

随鶴、農耕を兼ね構えた集落と思われる。弥生後鶏に畠瑾。 注◎

6. 岩 穣 遺 懲   添-4参照
広轟桑振lll市と神還諄の境の神曜簿ようにある。

I-3-A― c 標高 150鷲 、比高 120協、谷間にあり、農耕は可能と思われる。弥壼後期に醸
現した。 注④
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なお、 5、  6、 は、共に山稜にあるが、傾斜がゆるやかで農耕が可能で、しかも、平地からは一部

が急となっている為に、防衛にも都合が良 く、眺望も良 くきく。

しかも、此遺跡の南方の現福山市蔵王町の深津湾に面した所は市村という良港で海蔵寺という寺の

門前町で、大追のあたりと共に此あたリー帯は古代、特に栄えていた。しかも穴海が神辺町に入り込

んでいた為に、此集落の麓に船が出入り出来て、兵の移動が簡単に出来た。又、此山は、山頂付近に

永谷古墳群があり、神辺町の名越に重ね岩遺跡が山中にあり、此は、高地性集落との関わりはないであ

ろうか。私は、高地性集落のほとりに結界の様な感じで祭杷を行なって道祖神と同じ様な役割をして

いたのかもしれない。 (彊2神 とは村境にあって、村の外から病気等の悪い神が入ってこない様に此

に杞って外から悪い神が入りそうになったら追い払ってくれる神様 )。 もしくは、元々、この重ね岩

にも集落があって、村の守り神としていたのかもしれない。

7.神 谷川遺跡  図-5参照

広島県芦品郡新市町字神谷川

I-3-A― b 標高 80認 、比高 60π 、西側傾斜は特に急である。芦田川と神谷川が見渡せる。

弥生後期～古墳時代に集落が営まれた: 注②

8.八 堂山遺跡   図-6参照

愛媛県西条市八堂山乙1-1

1-3-A― a 標高 196π 、比高 180ヵ、西方の河の方は傾斜で、南東への鞍部、もしくは東

方への傾斜はゆるやかであり、その方面に畑作があったと思われる。山頂に集石遺構があり、霊峯石

鎚山を崇拝する為のものと思われる。祭杷的役割が主で、通信と望楼も可であるが、防衛的役割はな

かったと思われるが、農耕的役割は一部有ると思う。弥生中期～後期に集落があった。注④

9.立 石山遺跡   図-7参照

愛媛県越智郡生名村立石山

I-3-A― a 標高 1388π 、比高 130π、山頂からの傾斜は急で、しかも、山頂は東嶺と西
嶺に分れている。西嶺の方に祭ネ巳遺構の陽石、陰石、磐座、集石遺構等が有 り、東嶺の方は通信用の

峰火台として使用されたと思われる。又、中腹にも巨石を利用 した子安観音があり、麓には、立石山

の名がついた所以である、高さ7π 、周囲 5π の立石が有り、全山が祭杷的遺構と思われる。此より

の眺望は因島、弓削、佐島、岩城島、生口島と南方は少し見えないが各水道が見渡たせる。 注②

10.八幡山it跡   図-8参照
愛媛県越智郡吉海町八幡山

I-3-A― a 標高 215π、比高 190π 、山頂から八合目にかけて遺物が出土しており、山頂
一帯は祭杷的意識の有る巨岩群がある。山頂付近は平坦であるが岩がごろごろしている。弥生中期～

後期に集落があった。祭杷と防衛 (待避 )的な集落で、農耕、望楼は出来ないと思われる。 注⑮

-35-



11・ 安神山遺跡   図‐ 9参照

愛媛県越智郡大三島町安神山

I-3-A― a 標高 260π 、比高 250π 、此より鷲ケ頭山への傾斜はゆるやかであるが他は急

傾斜である。山頂は平坦で巨石 (磐座 )があり、古代から現在まで勢力のある大山積神社の御神体山

であろう。弥生中期～後期の遺跡で祭杷のみの、役割であろう。注⑮

12.鷲 ケ頭 山遺跡  図-9参照

愛媛県越智郡大三島町鷲ケ頭山

I-3-A― b 標高 320″ 、比高 310れ、稜線上の傾斜はゆるやかであるが、北、南、共に急

傾斜である。弥生中期に出現した。集落の役割としては山頂が平坦であるので農耕が考えられるが、

少し狭すぎるが、通信、望楼は共に不向きの場所で、東方の鷲ケ頭山にさえぎられ、視界は大山積神

社方向のみである。防衛的待避集落 としての役割があるのかもしれない。注④

13.積 書 山遺跡   図-10参 照

愛媛県越智郡岩城村大字積善山

I-3-A― a 標高 369″ 、比高 320π 、傾斜はどの方面も急である。弥生中期に出現した。

集落役割としては、祭杷と望楼と通信の役割をもっていると思え、防衛するだけの平坦さと、農耕す

るだけの平坦さと水がないと思われる。注④

又、1防の標高約 160π の所に妙見山があり、ドルメンの様な巨石がごろごろとしている。

西部にも巨石群が有る。

14.宝 股山遺跡   図-11参 照

愛媛県越智郡伯方町有津矢取畑

I-3-A― a 標高 304Z、 比高 270π の山頂とその東南の標高 190π 、比高 160″の二

ケ所にある。山頂は東北から山頂が平坦で、山頂から南西は、何ケ所かのピークがあり、岩がころご

ろしており、山頂には石仏があった。弥生中期から後期の集落で通信と望楼と祭杷の役割を持ってい

ると思われる。又、此山の北西 270π の山に寺院が有り、古代の山岳寺院の名残りか、ただし、現

在の寺は新しいのでそれよりも古いかどうかはわかりません。注④

15。 開 山 遺 跡  図-12参 照
愛媛県越智郡伯方町伊方開山

I-3-A― a 標高 148π、比高 140″ 、標高 100"以 上はわりとゆるやかであるが、西海岸
へは急傾斜である。弥生中期に出現し、通信、望楼、防衛、農耕の役割を持った集落であろう。

又、此からは古代海城と云われる甘崎城をも見る事ができる。 注⑩
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Ⅳ  総  ま  と  め

私は古代山城の前身として高地性集落がそれではなかろうかと書いたが、時代的にも奈良時代まで

継続する遺跡はまったく無く、古墳時代で完全に消滅 していったと共に、高地性集落と古代山城の重

積している所は、山口県の石城山、香川県の城山ぐらいしか無い。

いろんな高地性集落を書いたが、最重要点としては、此らはすべて海上、陸上光通に何等の関わりが

が強く、うまく行けば古代の航路の解明にもつながる。又、古代山城 も古代交通 との関係があるから、

何等かの解決につなげていきたい。
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己曇一目後纂繍

冬がや静できました. 雪の季節です。

暖かいこたつでみかえを食べる事よりも、この時期こそ外に出て調査活動をといった面々のカ

1/1が集まり、ようやくでき上ヽました。

雪の上にしっかりと霊態を畿した穣な気持ちですぅ

(露雪記 )

1988難 lt馬

繭 濾 憲 鏑 露警 5骨 .

檬築発行 鐘緩史探訪の会城郭研究部会

古墳研究部会

連 絡 彙 〒720福山市多治米町 916

圏 田 義 之 方

.1｀覇島(0849)53--6 1 57

醸  尉 塩 醸 印 昂」所

福山市引野町 1丁 目316

TEL(0849)41-0970ぐ り






